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これまでに集まったご寄付（2010年11月20日現在）

637万5,831食
約2万9,000人の子どもの1年分の学校給食になります。

かわら版

「次の世代に、”自立”への学びを」 保護者の意識に変革

TFTの学校給食は、子どもたちに様々な効果をもた
らしています。そのような子どもたちの変化を目の当
たりにした親たちが中心となり、村のコミュニティーが
貧困解決に向けて動きだしつつあります。一食の給
食は、子どもたちを元気にしているだけでなく、村の自
立的な発展へも、繋がり始めています。（代表・小暮真久）

ルワンダで学校給食プログラムが開始されてから早3年。学校給食は子どもたちに、目を見張るほどの変化をもたらしてきました。学校で給食が出されている
ということで、子どもたちは自ら進んで学校へ通うようになっています。お腹が満たされた子どもたちは、これまでよりも集中して授業に取り組めるようになり、
学力向上へも繋がっています。健康と学習の両方に大きな役割を果たした学校給食。その影響は子どもたちの間だけには、留まっていません。今回9月の
現地視察では、私たちが思い描きがちな受身型の“支援国”とはまるで違った、ルワンダの姿がありました。

マラウィ、TFT卒業へ
2010年末をもちまして、およそ3年間にわたり
給食を届けてきたマラウィへの支援が終了す

イノセントさん

「親たちも変わらなくてはいけないの」

「これまでは子どもを学校にやりたがらない親もいたんです。
でも私たちが給食が学習にもたらす効果について話すと、
彼らも少しずつ給食の重要性を理解してくれるようになっ
たんです。」マヤンゲA小学校の給食室チーフであり、生
徒の親でもあるロザリエさんは、地域での意識の向上を実
感しているそうです。「今ではもっと多くの子どもたちに給食
が出せるよう、自分たちで給食室の増築をやっているの
よ。」建設途中の給食室を指さしながら、自慢げに話してく
れました。

暑くて煙たいレンガ造りの給食室。今日も子どもたちのために給食の
準備が行われています。トウモロコシの粉をお湯で練って作る給食
「ポショ」は、まるでお餅のような重さ。調理は、大人の男性二人がか
りでも汗だくになるほどの重労働です。とても大変な仕事ですが、給
食室には毎日多くの親たちが自発的に集まって手伝いにきます。
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【ルワンダ共和国基本情報】
■首都：キガリ
■民族：フツ族84%ツチ族15%ほか
■言語: ルワンダ語、フランス語、英語
東アフリカ経済共同体（EAC)に正式加盟したルワンダは、タンザニア・ウ
ガンダ・ケニア・ブルンジの周辺４国とともに、2007年7月より加盟国間を
統一市場とする自由貿易を予定。国家をあげて、更なる発展を目指す。

TFT brings future 

for children in Africa.
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Ethiopia

TFTは ウガンダ・ルワンダ・マラウィ・エチオピアの
子どもたちの給食を支援しています。

子どもたちへ、大きな夢を託す親たち

給食の意義を知ることで、より多くの親たちが子
どもたちを学校へやるようになり、給食の重要さ
を理解した親たちが自発的に給食室運営を行
っています。そんな親たちの理解・努力のおかげ
で、子どもたちにもさらなる良い変化が起きてい
ます。小学校の就学率を見てみると、2008年
給食プログラムスタート当初は、この地域に暮ら
す約70%の児童が学校に通ってました。しかし今
では、ほぼ100%の子どもたちおよそ6,000人が、
毎日元気に学校へ通っています。6年生の子ど
もたちに将来の夢を尋ねると、みな我先にと手
を挙げ、「先生」「お医者さん」「飛行機のパイロッ
ト」「大統領!!」と大きな声で夢を教えてくれました。

「自立して人助けできる人間を育てたい」

「ただ“支援される”のを待っているだけなのはもう嫌なんだ。
給食の大切さを理解している今、自分にできることをしていき
たい。」ロザリエさんと一緒に給食運営に携わるイノセントさん
は、こう想いを話してくれました。普段は自転車修理を生業と
し、お昼だけは給食運営チームの一員に。「子どもたちが大
人になった時には、外部からの支援に頼ることなく自分の力
で自立して生きていってほしい。そして、人のためにも何かで
きるような人になってほしい」。そんな想いを込めながら、
日々給食を作っています。

幼稚園でも給食スタート
今年9月からルワンダでは、小学校に併設さ
れている幼稚園3校でも、新たにTFT給食プ
ログラムがスタートしています。幼稚園では
「ポリッジ」と呼ばれる、ほのかに甘いお粥のよ
うなものが給食として出されています。これま
では、給食を食べるお兄さんお姉さんを見て
るだけだった幼い子たちにも、温かな給食が
届けられます。

育つ６年生たちの
クリアな将来像

ムボヨ小学校 6年生の子どもたち

ポショ調理中
保護者から握手を求められた

TFTスタッフ
ムイェンジ幼稚園の子どもたち


